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稲吟ＯＢ会の春号をお届けします。今号では、昨秋行われた稲吟会の発表会や、3 月の定例

総会、8 月 17 日に開催されたＯＢ会と稲吟会の交流行事についてもお伝えいたします。また、

春に加わった稲吟会の新人諸君からのメッセージもご紹介します。 
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■表紙解説 

早稲田キャンパスは建て替えが進んでいて、作業中の箇所にはフェンスが設置されています。

このフェンスには本学期間理工学部教授の藪野健先生によって早稲田の現在や過去の風景が描

かれており、キャンパスを通行する学生諸君の目を楽しませています。 
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稲田大学稲吟

迎えて 

吟ＯＢ会会長 

すが、いかがお

元に届くころに

少傾向に歯止め
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共催のもと開
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な議論が行われ

総会 
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稲吟会 交流行

吟会夏合宿

回大会 

Ｂ会定例

日（土）に早稲

3 名をオブザ

れました。詳
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行事
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ザーバーとして
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早
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伊
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て迎え、稲吟
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早稲田奉仕園 
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事務局 

事務局 

新宿ライオン 

伊豆・弓ヶ浜 

早稲田大学学生
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会館にて行われ

吟会緊急支援の
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れました。
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■2012 年度決算報告 

 

費目 予算案 決算 費目 前年度決算 予算案 決算案
前年度繰越金 655,332 655,332 対稲吟会支援 120,000 120,000 120,000
年会費* 700,000 468,000 通信費補助（対稲吟会） 60,000 60,000 60,000
寄付金 0 0 稲吟会新勧緊急支援 249,500 250,000 200,000

通信費 57,140 180,000 144,905
会報製作費 26,775 95,000 57,380
広報関係費 3,390 3,390 3,390
行事関係費 117,350 110,000 101,800
慶弔費 18,343 30,000 2,961
役員会議費 0 90,000 106,490
事務局経費 4,881 21,942 1,110
記念大会特別会計繰入 350,000 60,000 60,000
地方等支援 0 80,000 0
振込手数料 4,074 5,000 3,307
予備費 0 250,000 0
次年度繰越金 655,332 0 261,989

合計 1,355,332 1,123,332 合計 1,666,785 1,355,332 1,123,332
※年会費７８名

以上

2012年度(2012/1/1-2012/12/31)通常会計　決算案
支出の部収入の部

 

 

 

■新役員人事 

 

2012 年度定例総会後，2012 年 3 月 3 日の役員会議にて下記の通り変更された（会報 35 号参照）。 

（退任） 片山 俊（H19） 現役担当を退任 

（新任） 高橋 優（H4） 事務局長代理に就任 

（新任） 中川正章（H21） 現役担当に就任 

 

2013 年度 役員人事案 

顧問 野中民蔵（S40） 松岡宣夫（S41） 須田芳矩（S42） 

藤田和夫（S45） 小出秀文（S48）  

会長 大竹茂行（H3）   

副会長 松村哲郎（S48） 行 俊昭（S62） 

関西支部長 

菅原 均（H4） 

事務局 

田口勝徳（H6） 

事務局長 

  

会計監査 山田仁史(H1)   

事務局 高橋 優（H4） 

事務局長代理 

板倉真介（H10） 

会計担当 

中川和歌奈（H21） 

現役担当 中川正章（H21）   
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4 月 

8 月 
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■2013 年

前年度繰

年会費（

記念大会

寄付金

合計

(1) 年会
(2) 12月
(3) 2012

大学稲吟ＯＢ

年度活動計画

23 日 石

2 日 20

稲

稲

稲

稲

月 稲

月 稲

Ｏ

年度予算 

費目
繰越金
1）

会特別会計より繰

会費は100名の
に発行

2年度時点で特

2

Ｂ会会報 N

画 

石堂常世先生送

013 年度定例総

稲吟会春合宿 

稲吟ＯＢ会会報

稲吟会・ＯＢ会

稲吟会夏合宿 

稲吟会第 58 回

稲吟ＯＢ会会報

Ｂ会員名簿発

前年度決
655,
468,

繰入

1,123,
の納入を想定

特別会計に2

013年度(

収入の部

o. 37 

送別会（OB7

総会 

報 37 号発行

会交流行事

回大会 

報 38 号発行

発行 

決算 予算
332 261,
000 500,
0 300,
0

332 1,061,

270万円を確保

(2013/1/

7 名参加）

・年会費請求

・ 

算案
,989 対稲吟

,000 通信費補

,000 稲吟会
0 通信費

会報製

広報関

名簿制
行事関

慶弔費

役員会

事務局

記念大会

地方等

振込手

予備費

次年度
,989 合計

保．本年は通

1-2013/1

早

早

潮

求 事

事

費目
吟会支援

補助（対稲吟会

会新勧緊急支援

費

製作費

関係費

制作費（2）

関係費

費

会議費

局経費

会特別会計繰入
（

等支援

手数料

費

度繰越金

通常会計に繰り

12/31)通

早稲田いねや 

早稲田奉仕園 

潮来市 

事務局 

事務局 

前年度予
120,00

会） 60,00
援 250,00

180,00
95,00
3,39

110,00
30,00
90,00
21,94

（3） 60,00
80,00
5,00

250,00

1,355,33

り入れる

常会計　予

支出の

 

予算 前年度決
00 120,00
00 60,00
00 200,00
00 144,90
00 57,38
90 3,39
0
00 101,80
00 2,96
00 106,49
42 1,1
00 60,00
00
00 3,30
00
0 261,98
32 1,123,33

予算案

の部

決算 予算案
00 120,00
00 60,00
00 250,00
05 150,00
80 95,00
90 3,39
0 80,00
00 100,00
61 30,00
90 15,00
10 23,59
00
0 80,00
07 5,00
0 50,00
89
32 1,061,98

案
00
00
00
00
00
90
00
00
00
00
99
0

00
00
00
0

89



 

 

藍原幹

事長・副
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た藍原で

申し訳あ

月日は

てしまい

っていま

会が8割

人数が少

稲吟会を

ありまし

んなどこ

しかった

でも思

間関係は

視野は大

段々人付

そこから

先輩が

ては風前

であり、

デは、想

スキルを

人近い新

会を見込

しかし

もそれが

所、ごっ

最近は実

方針です

す。 

 

 

 

幹事長のリーダ

副幹事長だけで

 このたび5

です。普段何か

ありません。 

は早いもので、

い、稲吟会生活

ます。思えば私

割くらい占めて

少なく、正直理

を辞めたいと思

した。他のサー

こも楽しそうで

たのを覚えてい

思えば、同期の

は私に多くの刺

大きく広がった

付き合いのコツ

らは面白いもの

が引退し、私が

前の灯です。そ

決死の覚悟で

想像以上に足を

をフルに活用

新入生が参加

込め、稲吟会再

し、大変なのは

が全員男子とい

っつぁんに伴

実施していなか

す。ＯＢ・ＯＧ

ダーシップの

でなく、前幹

幹

58代幹事長に

かとお騒がせ

、私も3年生

活も後半に差

私の大学生活

ていたと思い

理不尽なこと

思ったことは

ークルを眺め

で、それが凄

います。 

の前原の存在

刺激を与えて

たと思います

ツを覚えてい

ので、詩吟で

が幹事長に就

そういう状況

で臨みました

を引っ張り、

して勧誘して

してくれまし

再興への第一

はこれからで

いう状況で、

うお金など問

かった老人ホ

Ｇ諸先輩には

 

のもと、今年も

幹事長の木嶋

幹事長、

に就任し

せをして

生となっ

差し掛か

活は稲吟

います。

とも多い

は何度も

めるとみ

凄く羨ま

在や、木嶋先輩

てくれました。

す。それまでは

いき、いつしか

で得た発声も相

就任した時点

況で迎えた今

た。斜陽の、

何度も新勧

ていくと、1人

した。さすがに

一歩を踏み出せ

です。現状と

女子の新入会

問題は山積し

ホーム訪問や、

は多大なご迷惑

も稲吟会に多

さんや、新人

新勧に奮

稲吟会

輩、紺谷先輩

。特にナンパ

は人見知りで

か自分から積

相まって自分

で、現役は5

回の新勧は、

しかも何だか

を投げ出そう

人2人と興味

にその全員と

せたと思いま

して、まとも

会員をどう引

ていますが、

、新歓合宿な

惑をおかけい

早稲

◆◆ 頑張っ

多くの若者が稲

人の皆さんか

奮闘中！

会第58代幹事

輩、加賀美先

パがうまい前

で、自分の殻に

積極的にナンパ

分に自身が持

5人しかいま

当会にとっ

かよくわから

うと思いまし

味を示してくれ

とはいきません

ます。 

もに機能して

引き止めるの

日々試行錯

などを復活さ

いたしますが

稲田大学稲吟

張ってます！ 

稲吟会に入会

から文章を寄せ

 

事長 藍原泰園

先輩など、少な

前原と一緒に行

閉じこもりが

パをするよう

持てるようにな

せんでした。

て存亡を賭け

ない古典芸能

た。しかし諦

れて、気がつ

んが、現在は

いる上級生は

か…… その

錯誤して頑張っ

せ、ますます

、今後ともよ

吟ＯＢ会会報 

稲吟会だよ

会しました。第

せてもらいま

園（文3、写

ないながらも

行動すること

がちだった私

にまで成長し

なりました。

正直、サー

けた非常に重

能サークルと

諦めずにナン

つけば新歓コ

は10人近い新

は5人程度で

の他にも練習

っています。

す活発に活動

よろしくお願

No. 37 
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より ◆◆ 

第58代幹

ました。 

写真中央） 

 

も濃密な人

で、私の

私ですが、

しました。

 

ークルとし

重要なもの

いうハン

ンパで得た

ンパに20

新入生の入

です。しか

習日程や場

本年度は

動していく

願い致しま



早稲田大
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ものがあ

60周年記

あり指導

私は稲

生やＯＢ

通して、

先も稲吟

私は見守

ます。 

今後と

 

 

この度

です。 

広島の

幼少期か

中に傷を

と、広島

学医学部

合格に至

学部に合

を考える

たのであ

稲吟会入

現在、

い大学生

大学稲吟ＯＢ

あり、うれしく

記念大会が今

導幹事の経験が

稲吟会で過ご

Ｂ・ＯＧの方々

人として成長

吟会が大切に

守る立場の者

とも我々現役世

度、第58代執行

の父と福岡の母

から青年期まで

を残しておりま

島県広島市立基

部医学科を目指

至りませんで

合格することが

ることもなく、

あります。そし

入会に至ったの

良くも悪く

生活を送ってお

Ｂ会会報 N

これ

く思っていま

今から楽しみで

がある私の出

し、縁の大切

々に様々なこ

長できたと思

してきた“縁

として、後輩

世代にご指導

行部副幹事長

母の長男坊と

で(現在まで

ます。そんな

基町高等学校

指し１年間浪

したが、九州

ができました

、ただ大都市

して、私の選択

のであります

も稲吟会から

おります。本

o. 37 

れからも

今年の4月

はこれからの

す。簡単に言

日この頃です

去年の12

だいておりま

しいことに挑

っております

ご支援・ご指

心より御礼申

さて、稲吟

ちましたが、

ます。新入生を

です。新入生

出る幕がいよい

切さや伝統を受

ことを教わり、

思っています。

縁”や“よき伝

輩たちの成長や

導ご鞭撻いた

運命

長を務めること

としてこの世

？)ずっとお調

な私ではあり

校を卒業し、私

浪人いたしま

州大学建築学科

た。酷く愚か者

市東京に憧れ、

択なのか運命

す。 

ら多くの影響

本当に感謝し

も稲吟会

月で大学に入

の人生を生き

言えば、まだ

す。 

月まで第57

ました。今振

挑んだりする

す。そのよう

指導があったか

申し上げます

吟会の唯一の

藍原幹事長

を10人程迎え

生の中には詩吟

いよなくなり

受け継いでゆ

、詩吟や剣詩

。後輩たちに

伝統”を脈々

や気づき、努

だけると幸い

命的な入

ととなりました

に生を授かり

調子者の悪ガ

ますが、父母

私の我侭な意

した。未熟者

学科と早稲田大

者であった私

、この早稲田

なのか分かり

をうけ、そし

ております。

にご支援

前（第

入り稲吟会に入

き抜くための試

だ内定を頂けて

代執行部幹事

振り返ると、組

る、とても貴重

な経験ができ

からこそであ

す。 

の4年生として

長をはじめとす

えることがで

吟や剣詩舞の

りそうでビビ

ゆくことによ

詩舞そのもの

には時代に合

々と継ぎ、人

努力や苦労を

いです。 

入会 

稲吟会第58

た、前原遼亮

りましたが、

ガキで、身体

母の支えのも

意思で広島大

者の私は結局

大学基幹理工

私は深く将来

田大学に入っ

りませんが、

して多くの方

これからは

援を 

57代）幹事長

入会してから

試練に身を投

ていないまま

事長兼指導幹

組織の長とし

重な経験をさ

きたのも、Ｏ

あります。文面

て見守る立場

する後輩たち

できるらしく、

の経験者も含ま

ビっています。

る成長を実感

だけでなく稲

合わせて変化し

人として成長し

傍から支えて

代副幹事長 

亮

体

大

局

工

来

方々の支えもあ

残りの大学生

長 木嶋孝幸

ら早いもので

投じている所で

ま就活を続けて

幹事を務めさせ

して物事を変え

させていただけ

ＯＢ・ＯＧの皆

面上ではありま

場になってしば

ちの努力は目を

、今年度の活

まれており、

 

感できました

稲吟会の様々

しながらも、

して欲しい思

てゆきたいと

前原遼亮

あって、そこ

生活を、稲吟

幸（商4） 

3年、今

でありま

ている今

せていた

えたり新

けたと思

皆様方の

ますが、

ばらく経

を見張る

活動に加え

4年生で

た。大川先

々な伝統を

これから

思います。

思ってい

（基理3） 

こそこ楽し

吟会の副幹



 

事長とし

います。

 

 

「ヨッ

と声をか

ことに、

でも言い

いないな

もって言

た。OBの

流の皆さ

たらキリ

お付き合

な広く深

今後も活

いいたし

 

 

私、誠

立栃木高

申します

さて、

うなどと

サッカー

し、大学

環境のな

るように

ことにし

「君、日

男子学生

スにいた

疑いは、

その後、

ことはで

詩吟の

迷惑をお

して、そして、

 

ッとも」とい

かけ合う友人の

多くの情熱を

いたいかのよ

なと思いました

言えるからです

の諸先輩がた

さまがた、友好

リがありません

合いをさせてい

深い人間関係を

活動を続けてい

します。 

誠に僭越なが

高等学校出身、

す、以後お見知

私は栃木か

とはまったく考

ーをしてきて、

学生になり、親

なかで、これは

になりました。

しました。狂言

日本の古典芸能

生が回り込んで

たのを見ていた

「お昼ご馳走

部室で3人に

できません。た

のことにあま

おかけするこ

、学生として

う、最近学生

のことをさし

を注いでいる

うに。初めて

た。もし道す

す。昨年の1

をはじめとす

好サークルの

ん。思うに、

いただけてい

を築けるサー

いきたいと思

ら自己紹介さ

、早稲田大学

知りおきを。

ら来た田舎者

考えてもいま

、大学でも続

親元を離れ、

は新しいこと

。そこで、様

言サークルの

能とかって興

できました。

たのに、なん

走するよ」の

になったわけ

ただ、確かな

り触れずに最

ともあるかと

ても、将来社会

稲吟

生に使わるこ

します。多く

るような気が

てこの言葉を

すがら出会っ

1年間で、僕

する稲吟会に

の先輩・同期、

このどの方

いることが、僕

ークルに入り、

思います。OB

サッカ

させていただ

学商学部一年、

 

者でございます

ませんでした。

続けるだろう

自分を知る人

とを始めるチ

様々なサークル

のブースを離れ

興味ない？」後

「自分がさ

んて白々しい」

の一言にかき消

けですが、そ

なことは、そ

最後になります

と思いますが、

社会貢献できる

吟会の人

とばがありま

の学生は、こ

します。「ど

耳にしたとき

たなら「ヨッ

は稲吟会の活

に直接関わりの

、他大学の詩

々とも、であ

僕が思う稲吟

、執行部会計

の皆様方にお

カーから詩

きます。栃木

、姓は本多、

すが、初めは

。私自身、小

と思っていま

人が1人もい

ャンスではな

ルのブースを

離れた矢先のこ

後ろから突然

っき狂言サー

」と思いまし

消されてしま

こでのことを

のあとで私が

すが、先生、

、この未熟な

早稲

るように一歩

人間 

稲吟会第58

ます。大学の

この「ヨッと

うだ私にはこ

き、稲吟会で

ッ！」だけで

活動を通じて

のある方々、

詩吟部・研究

あって「ヨッ

吟会に入って

計幹事という重

おきましては

詩吟へ 

木県は栃木県

名を洋輔と

は詩吟をやろ

小・中・高と

ました。しか

いないという

ないかと考え

をめぐり歩く

ことでした。

然、2人組の

ークルのブー

したが、その

まいました。

をここに書く

が稲吟会に入

ＯＢ、ＯＧ

な私をどうか

稲田大学稲吟

歩ずつ精進して

代会計幹事 

構内ですれ違

も」をいかに

こんなに、知り

で知り合った方

で会話が終わる

、本当に多く

大川吾風先生

究会などの方々

！」だけでは

一番良かった

重役を任され

は、何卒ご支援

県

か

入会したという

、諸先輩方、

かよろしくお願

吟ＯＢ会会報 

ていきたい所

馬場郁実

違った際に、

にして増やす

り合いがいる

方々には、そ

るわけない、

くの方と知り

生をはじめと

々などなど。

は終わらない

たことです。

れたことを誇り

援のほどよろ

本多洋輔

うことです。

皆様にはこ

願い致します
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所存でござ

（政経2） 

「ヨッ！」

すかという

るんだ」と

そんな人は

と確信を

合いまし

する水府

数えだし

い、そんな

このよう

りに思い、

ろしくお願

輔（商1） 

 

これからご

す。
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この春

身、詩吟

知り、興

本の伝統

す。 

 

 

味のある

イメージ

また稲

いろなお

 

 

今

今年の

葉市南房

また、

 

大学稲吟ＯＢ

春入会させてい

吟の経験は無

興味を持ちま

統文化を継承で

る人・ない人様

ジアップにつな

稲吟会には多方

お話を伺い自身

年の稲吟

稲吟会の夏合

房総市久枝58

今年度の大会

Ｂ会会報 N

伝統

いただき、伝

く、全くの初

した。高校で

できるよう、

様々な人が集

なげていきた

方面で活躍な

身の将来の糧

吟会合宿

合宿は、9月1

83 tel. 047

会は11月16

o. 37 

統ある稲

伝統ある稲吟会

初心者ですが、

での演劇部の発

日々稽古に励

稲吟会

私

たり、

ていま

を決意

私

が当会

な若い

私

だと思

美的感

り自身

行し空

をも

です

は言

集まっています

たいです。 

なさっている多

糧にし、より充

は千葉・

1日(日)～4

70-57-2573

日(土)に、学

稲吟会の一

会の一員とな

、私の小中高

発声の経験を

励んでいきた

会で再び詩

私は本年度よ

、幼少の頃経

ました。そん

意しました。

は経験者の立

会における活

い世代に対し

はこの芸能は

思います。漢

感覚を学び、

身の感性を養

空前の日本文

った芸能でも

すが現在の社

えません。稲

す。でも皆で

多くの先輩方

充実した大学

・岩井海

日(水)にかけ

 http://www

学生会館地下

一員とし

なれることを

高とゆかりの

を活かし、こ

たいと思いま

詩吟に 

り都内の大学

経験した吟剣

んな折、この

 

立場からも「吟

活動の最大の

してです。 

は我々大学生

漢詩を通して歴

それを自身

養うことがで

文化ブームの

もあると思い

社会に対する

稲吟会には経

で楽しく吟じ

方がいます。

学生活を送れる

岸にて実

けて千葉県・岩

w.awa.or.jp/

下のB201にて

して 

大変光栄に思

ある昌平黌で

れから先輩方

す。どうぞよ

野中政利

学に進学しま

詩舞にもう一

伝統ある稲吟

吟剣詩舞の認

目標です。特

にとって学ぶ

歴史を学び、様

の声や身体で

きます。また

なかで、世界

ます。 

吟剣詩舞の認

経験者・未経験

たり舞ったり

ぜひそういっ

るよう努めて

実施、大

岩井海岸の庄

/home/showb

て開催の予定で

高澤春香

思っておりま

で詩吟が盛ん

方のご指導の

よろしくお願

（明治大学農

ました。上京す

一度携わりた

吟会の存在を

認知度を上げる

特に我々大学

ぶべきことが

様々な作者の

で表現する。

たグローバリ

界に発信して

認知度は決し

験者、そもそ

りしながらこ

った諸先輩方

ていきたいと思

大会は11/

庄兵衞（〒299

ay/ ）で行わ

です。 

（文構1） 

ます。私自

んだったと

のもと、日

願い致しま

農学部1） 

するにあ

たいと思っ

を知り入会

ること！」

学生のよう

が多い芸能

の人生観、

それによ

ズムが進

ていく価値

して高いと

そも吟に興

この芸能の

方からいろ

思います。 

/16 

9-2216 千

われます。 
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◆◆ 事務局から ◆◆ 

会員近況情報：名簿更新にご協力を 

ＯＢ会員名簿正誤 お手元の名簿（2010 年度版）について、以下を修正ください。今年は名簿の更

新が行われます。秋以降、確認のご案内を差し上げますのでご協力ください。新しい名簿は、年末ごろ

に発行予定です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
名簿の内容について変更などありましたら、meibo@togin.org までお知らせください。 

 

 

年会費の納入にご協力ください 

会員の皆様には年会費（５，０００円）の納入をお願いしております。卒業後３年間は４，０００円

です。まだお支払いでない方は下記の口座にお納めください。 

各位の会費納入実績につきましては、稲吟 OB 会事務局会計幹事に電子メール（kaikei@togin.org）

もしくは往復はがきにてお問合せください。往復はがきの場合は、ご自身の氏名、住所、卒業年度を返

信面に記入の上、板倉までお送りください。電話でのお問い合わせはご遠慮ください。お答えできるの

は、お問合せを頂いたご本人の納入実績に限ります。 

 

口座名 早稲田大学稲吟ＯＢ会 振替 ００１５０－７－６１７４０ 

《他の金融機関からの振込の場合…》 

 ゆうちょ銀行（金融機関コード ９９００）、店番 ０１９、 

 店名 〇一九（ゼロイチキユウ）店、預金種別 当座、 

 口座番号 0061740、受取人名 ワセダダイガクトウギン OB カイ 

年会費 ５,０００円 

 

恐れ入りますが振替／振込手数料はご負担ください。

 



 
 

 
 

 

 

～ 編集後

いよ

れた方

稲吟会

 

 

■裏表

早稲

になる

ととも

ていま

パス内

 

 

 

 

集後記 ～ 

よいよ、第 6

方は「平成 2

会やＯＢ会と

表紙解説 

稲田キャンパ

ると美しい桜

もに都会的な

ます。Google

内を見ること

稲吟OB 会

60 代を担う新

25 年卒」、平

と向き合うかで

パス・西門よ

桜がアーチの

な装いへと変

e ストリート

とができます

発

発

編集発

早稲

稲
会 http://www

新人諸君が稲

平成ＯＢが誕

で、稲吟会の

り見た 6 号館

ように飾って

わりました。
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稲田大学稲吟

稲吟会ホームペ
w.togin.org/alu

稲吟会に加わり

誕生して四半

の将来は大き

館。左手に見

ていた階段も

そんな中、

ttp://www.goo

ー〕≫〔大学
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稲田大学稲吟

 

高橋 優（稲

吟OB会会報

ページ http://
umni/  稲

りました。一

世紀になるの

く変わってく

見えるのは 14

、今やすっか

6 号館はかつ

ogle.co.jp/help

学〕≫〔早稲

）年9月1日

吟ＯＢ会事務局

稲吟ＯＢ会事

報 通巻第37

/www.togin.o
稲吟会 http://w

一方で、今春Ｏ

のですね。こ

くると思いま

号館、右手は

かり改修が進

つてのたたず

p/maps/streetvi

稲田大学 早稲

日 

局 

事務局）  

7号 

org/ 
www.togin.org

 

ＯＢ会に新入

この平成ＯＢが

ます。（たかは

は 11 号館です

進んで左右のビ

ずまいを未だに

iew/ ）で、キ

稲田キャンパ

g/toginkai/ 

入会さ

がどう

はし） 

す。春

ビル群

に残し

キャン

パス〕）。 


